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女
帝
で
あ
る
。

   

悠
久
の
名
作
シ
リ
ー
ズ(

14)

『
蜀
中
九
日
』　
　
王
　
勃

　
　
唐
詩
の
幕
あ
け

　
漢
詩
の
近
体
詩
形
は
初
唐
の
末
期
（
王
勃
の
頃
）
に
よ
う
や
く
定

ま
っ
た
。
七
言
絶
句
は
五
言
絶
句
よ
り
後
に
発
達
し
た
。
初
唐
の
詩

は
平
仄
に
捉
わ
れ
ず
、
詩
語
の
置
き
方
で
流
暢
さ
や
面
白
み
を
重
視

し
、
内
容
を
充
実
さ
せ
た
。
盛
唐
に
は
七
言
絶
句
の
平
仄
関
係
が
、

二
四
不
同
、
二
六
同
、
一
三
五
不
論
、
下
三
連
を
除
く
、
孤
平
（
第

四
宇
目
）
を
禁
ず
、
第
一
句
第
二
句
第
四
句
末
に
押
韻
す
る
等
の
近

体
詩
形
が
確
立
さ
れ
た
。

生
没
年
の
異
説

　
王
勃
（
宇
は
子し

安あ
ん

）
は
六
四
九
年
―
六
七
六
年
の
人
で
二
十
八
歳

で
没
し
た
。
山
西
省
河か

津し
ん

県
絳こ

う

州し
ゅ
う

龍
門
の
人
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
王

勃
の
生
没
に
は
六
四
八
年
―
六
七
五
年
と
い
う
説
も
あ
る
。
王
勃
の

作
品
に
み
ら
れ
る
紀
年
表
記
か
ら
逆
算
す
れ
ば
生
年
が
く
い
違
う
と

か
、
彼
が
蜀
に
客
遊
し
て
い
た
期
間
が
二
年
説
や
三
年
説
で
、
蜀
に

行
っ
た
年
に
「
吾わ

れ

之こ
こ

有
生
、
二
十
載さ

い

矣
」（
吾
之
に
生
有
り
、
二
十

載
た
り
）
つ
ま
り
総
章
二
年
（
六
六
九
年
）
と
詩
序
に
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、
生
年
が
正
し
く
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
（
記
さ
れ
て
い
る

の
は
数
え
年
で
あ
る
）が
、王
勃
の
親
友
で
あ
る
楊
炯
の「
王
勃
集
序
」

に
は
、
六
四
九
年
生
ま
れ
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
六
四
九

年
―
六
七
六
年
が
多
数
の
学
者
の
説
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
会
テ
キ
ス

ト
も
こ
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

初
唐
の
四
傑
の
第
一

　
王
勃
は
初
唐
に
生
ま
れ
た
。
我
国
の
大
化
の
改
新
の
四
年
後
で
あ

る
。
盛
唐
の
詩
の
全
盛
期
即
ち
、
李
白
、
杜
甫
、
王
維
、
高
適
、
等
々

の
以
前
で
あ
る
。
父
は
官
吏
王
福ふ

く

時じ

、
祖
父
は
隋
末
の
儒
家
王お

う

通つ
う

で

あ
る
。
六
歳
で
文
辞
を
よ
く
し
、
九
歳
の
時
古
書
を
読
み
、
誤
ち
を

指
摘
し
て
神
童
と
い
わ
れ
た
。
年
若
く
し
て
朝ち

ょ
う

散さ
ん

郎ろ
う

（
実
際
の
職
務

は
な
く
、
位
階
だ
け
を
示
す
官
名
、
従じ

ゅ
う

七し
ち

品ほ
ん

に
あ
た
る
位
）
を
授
け

ら
れ
た
。
後
、
沛
王
の
府
の
修
撰
（
書
物
を
編
集
す
る
官
）
に
な
っ

た
。
天
才
詩
人
と
し
て
名
声
高
く
、
楊よ

う

炯け
い

、
盧ろ

照し
ょ
う

𥻘り
ん

、
駱ら

く

賓て
ん

王お
う

と
共

に
初
唐
の
四
傑
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
第
一
位
で
あ
る
楊

炯
と
は
親
友
で
、
王
勃
の
伝
記
資
料
と
な
る
「
王
勃
集
序
」
を
記
し

て
い
る
。初
唐
の
末
期
頃
諸
王
の
間
で
よ
く
闘
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
。

王
勃
は
闘
鶏
を
檄
す
る
戯
文
を
書
い
た
の
で
、
高
宗
の
怒
り
に
ふ
れ

職
を
解
か
れ
た
。
そ
の
後
長
安
を
出
、蜀
に
二
年
〜
三
年
客
遊
し
た
。

父
も
王
勃
の
罪
に
連
座
し
て
交こ

う

趾ち

（
現
在
の
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
の
県

令
に
左
遷
さ
れ
た
。
王
勃
が
そ
の
父
を
訪
ね
る
途
中
、
南
海
に
落
ち
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溺
死
し
た
。
遺
体
は
南
方
に
葬
ら
れ
、
遠
く
離
れ
た
親
友
に
は
死
亡

通
知
も
遅
れ
た
と
い
う
。　

　
そ
の
後
若
干
年
が
経
過
し
、
故
郷
に
移
葬
さ
れ
た
と
い
う
。

望
郷
の
詩

　
こ
の
詩
は
王
勃
が
、
闘
鶏
を
檄
す
る
戯
文
を
書
い
て
免
職
に
な
っ

た
後
、
蜀
へ
客
遊
し
た
と
き
の
作
。
丁
度
九
月
九
日
の
重
陽
の
日
に

蜀
の
東
部
の
望
郷
台
に
登
り
、
他
人
の
送
別
の
宴
に
出
く
わ
し
て
詠

ま
れ
た
詩
で
あ
る
。
送
別
さ
れ
る
の
は
友
人
の
邵し

ょ
う

大た
い

震し
ん

だ
っ
た
と
い

う
説
も
あ
る
。

　
蜀
中
九
日　
　
　
王　
勃

九
月
九
日
望
郷
臺　
九
月
九
日
望
郷
臺　
　

他
席
他
郷
送
客
杯　
他
席
他
郷
客
を
送
る
の
杯　

人
情
已
厭
南
中
苦　
人
情
已
に
厭
う
南
中
の
苦　
　

鴻
雁
那
従
北
地
来　
鴻
雁
那
ぞ
北
地
従
り
来
る

　
　

　

九
月
九
日
、
重
陽
の
節
句
に
小
高
い
山
に
登
り
、

菊き
く

酒さ
け

を
飲
ん
で
邪
気
を
払
う
慣
わ
し
に
よ
り
、
自
分

も
こ
の
望
郷
台
に
登
っ
て
み
た
。
他
郷
に
お
い
て
、
し
か
も
他
人
の

宴
席
で
旅
立
つ
人
を
送
る
場
面
に
出
く
わ
し
、
さ
ら
に
こ
の
山
が
望

郷
台
と
い
う
名
で
も
あ
り
、
故
郷
を
想
う
心
が
一ひ

と

入し
お

増
し
て
く
る
の

で
あ
る
。

　
私
の
心
は
、
こ
の
蜀
の
土
地
で
の
毎
日
の
暮
ら
し
に
い
や
気
が
さ

し
て
い
る
の
に
、
あ
の
空
を
飛
ん
で
い
る
雁
は
、
北
の
地
を
捨
て
て

何
故
こ
の
地
に
飛
ん
で
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
蜀
に
い
て
沸
沸
と
望
郷
の
想
い
を
詠
ん
だ
詩
で
あ
る
。

鑑　
賞

　

初
唐
の
近
体
詩
形
が
確
立
す
る
当
時
の
詩
で
あ
る
。
仄
起
こ
り

の
七
言
絶
句
で
あ
り
、
韻
は
上
平
声
十
灰
の
韻
を
踏
ん
で
い
る
が
、

起
、
承
は
平
仄
が
整
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
「
日
」
は
本
来
平
字

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
仄
字
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
席
」

も
同
様
で
あ
る
。「
郷
」
も
規
定
外
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
平
仄

は
原
則
通
り
で
は
な
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、「
九
月
九
日
」
や
「
他

席
他
郷
」
の
よ
う
に
た
た
み
込
み
風
の
リ
ズ
ム
を
用
い
、
詩
語
の

流
暢
さ
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
対
句
表
現
が
効
果
的
に

加
わ
っ
て
み
ご
と
な
起
承
句
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
手
法
で
実
に

よ
く
重
陽
の
節
句
の
日
、
身
は
他
郷
に
あ
る
淋
し
さ
を
表
現
し
て

い
る
。
転
結
も
対
句
（
人
情
と
鴻
雁
、
已
厭
と
那
従
、
南
中
苦
と

北
地
束
）
に
な
っ
て
い
る
。
南
中
（
蜀
）
の
日
々
の
暮
ら
し
が
つ

ら
く
て
い
や
に
な
っ
て
い
る
身
が
、
北
か
ら
渡
っ
て
く
る
雁
を
詠

ん
で
、
王
勃
の
言
外
の
情
を
表
わ
し
て
い
る
格
調
の
高
さ
が
あ
る
。

王
勃
が
い
か
に
望
郷
の
念
に
あ
ふ
れ
て
い
た
か
を
、
読
む
者
は
推

し
は
か
る
こ
と
の
出
来
る
名
詩
で
あ
る
。

　
尚
、書
物
に
よ
り
転
結
を
対
句
と
み
な
さ
な
い
と
い
う
説
も
あ
る
。
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